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テントウムシに

みみ

耳はあるの 

●こん
ちゅう

虫は
おと

音を
き

聞いている 

 こん
ちゅう

虫の
からだ

体を
しら

調べてみても、
にんげん

人間やイヌなどと
おな

同じような
かたち

形の
みみ

耳は、
み

見つかりません。

しかし、セミやコオロギやスズムシなどが、うるさいぐらいに
な

鳴くのは、
おな

同じ
な か ま

仲間に、
にんげん

人間

が
はなし

話をするのと
おな

同じように、
あ い ず

合図を
おく

送っているのです。オスがメスをよぶために、
な

鳴いて

いることも
おお

多いといわれます。すると、
な

鳴くのが
な か ま

仲間には
き

聞こえているはずです。
からだ

体のど

こかに、
みみ

耳の
や く め

役目をするものがあるはずです。 

●こん
ちゅう

虫の
みみ

耳のしくみはさまざま 

 
しら

調べてみたら、セミは
はらがわ

腹側の
あし

足のつけ
ね

根あたりに、
みみ

耳のしかけがありました。コオロギや

キリギリスは、
まえ

前
あし

足の
ま

曲がったすぐ
した

下に、
ほそなが

細長い
ちい

小さいあながあり、その
なか

中に
おと

音を
かん

感じる
こ ま く

鼓膜

がありました。トノサマバッタは、
まえばね

前羽と
うし

後ろ
ばね

羽をもち
あ

上げると、
むね

胸と
はら

腹のさかいめの
りょう

両わ

きに、
みみ

耳のしくみが
はっけん

発見されました。 

 ガの
な か ま

仲間は、
むね

胸や
はら

腹の
りょう

両わきに、
みみ

耳のしくみがあります。
あおむし

青虫や
け む し

毛虫などは、
ぜんしん

全身に
は

生え

ている
け

毛の
なか

中に、
く う き

空気のゆれで
おと

音を
かん

感じるものがあるといわれています。 

●
からだぜんたい

体全体で
かん

感じている？ 

 テントウムシも、
おと

音がまったく
き

聞こえない
せいかつ

生活をしているとは、
かんが

考えられません。です

から、
なに

何か
おと

音を
き

聞くしくみがあるはずです。
いま

今のところ、おそらく、
からだぜんたい

体全体で
く う き

空気のふる

え（
おと

音）を
かん

感じているのではないか、といわれています。（監修・中山 周平） 

 

 

 

 


